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2023年 3月期の業績予想及び配当予想に関するお知らせ 

 

当社は、2023年２月14日開催の取締役会において、最近の業績の動向等を踏まえ、2022年５月13日に開示し

た2023年３月期（2022年４月１日～2023年３月31日）の業績予想及び配当予想につきまして下記のとおり修正

することといたしましたので、お知らせいたします。 

 

 

１．2023年３月期通期連結業績予想数値(ＩＦＲＳ)の修正（2022年４月１日～2023年３月31日）   

 
連結 

売上収益 

連結 

営業利益 

連結 

税引前利益 

親会社の所有者に

帰属する当期利益 

基本的１株当た

り連結当期利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 

前回発表予想（Ａ） 17,000 2,200 2,120 1,465 105.43 

今回修正予想（Ｂ） 15,000 1,600 1,550 1,080 77.69 

増 減 額（Ｂ－Ａ） ▲2,000 ▲600 ▲570 ▲385  

増 減 率（ ％ ） ▲11.8％ ▲27.3％ ▲26.9％ ▲26.3％  

（参考）前期連結実績 

（2022 年３月期） 
16,063 2,135 2,063 1,452 105.36 

 

２．修正の理由 

当社の主力部門である仮設資材においては、建設工事案件の底堅さを背景に、主力製品であるくさび緊結式足場及

び次世代足場の需要は継続しているものの、建築資材の高騰状況が継続していることなどから、仮設資材をレンタル

で調達する志向が強まっております。 

この結果、仮設資材レンタル企業からの需要は堅調に推移したものの、仮設資材を自社保有している企業からの需

要は足踏み感が見られました。 

また、2022年９月28日に開示いたしました当社元従業員による不適切行為を重く受け止め、社内体制の見直しを通

じ再発防止策の推進及びコンプライアンス体制の立て直し、顧客の信頼回復に努めてまいりました。その過程におい

て、対象拠点の営業・管理体制を刷新し、業務運営全体の是正を図る活動を重視した結果、当該拠点における売上収
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益が減少しました。 

 物流機器部門においては、各種産業における生産活動の活発化、物流量の増大に支えられ、売上収益は堅調に推移

しておりますが、仮設資材部門の減収分をカバーするには至らず、これらの状況により、通期の売上収益の見通しは

前回予想より2,000百万円減少の15,000百万円になる見込みであります。 

 

 

３．配当の予想の修正について 

当社は、将来における安定的な企業成長と経営環境の変化に対応するために必要な内部留保資金を確保しつ

つ、経営成績に応じた株主への利益還元を行うことを基本方針とし配当性向 40％以上を目標に実施していく

こととしております。 

今回発表する業績予想の修正を踏まえ、上記基本方針に基づき、年間の配当の予想を１株あたり 32.0 円

（配当性向41.2%）とさせていただきます。 

なお、配当の最終的な決定は、通期業績の決算確定後に、改めて実施させていただく予定でおります。 

 

 

 年間配当金（円） 

 第２四半期末 期 末 合 計 

前 回 予 想 0.0円 43.0円 43.0円 

今 回 修 正 予 想 ― 32.0円 32.0円 

当 期 実 績 0.0円   

前 期 実 績 

（2022 年３月期） 
0.0円 43.0円 43.0円 

 

 

（注）本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、今後の様々な要因によって

異なる結果となる可能性があります 。 

 

以 上 


